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極東地域の白要系の基礎的問題について　そのび

V．N．Vershchagin

小西　善治訳

Cenomanian．Turonian

　この時階の堆積物は，樺太に広く分布し，そこではギリヤック統とその下部のAinussk統

がこの期代の地層に属している。シュミヅト半島に発達するトミン統もまたこの時代の堆積物

である。半島の北半部では，堆積物め組成が様々で，かつ淡水成・陸成層が卓越しているにも

かかわらず，各時階の堆積物は海凄動物群を含んでいるので，層序の対比を正確に行うことが

可能である。

　松本のデータによれば，南部樺太では白垂系の主層序は，その上部に擬灰岩層を挾む頁岩・

診質頁岩からなつている。下部菊石層群（現在の下部蝦夷層群）と名付けられる本層の厚さは

500mと決定されている。この地層からは伽20吻s％ク60吻7吻Jabe，『P耽翻吻z薦sp．ex

warthi　group　の珍らし・い遺腰が発見されている。その上部は砂岩・頁岩・礫岩からな．る厚さ

1，100mまでの川北層群（下部蝦夷層群）からなつている。本層からはPθs郷06醐σs々os5窺σ〃
－
M
a
t
．
，
動066名8〃z％s　a舐6砂si　Mantell．を産する。梅本は，この地層をAlbian階部分的には

Cenomanian階と考えている。

　本層の上部は厚さ200mの砂岩層と整合に重なり，動066zon2％s　oo銘o翻吻％s　Park．var．

％吻o％加3Nagao“t　Mat．，ノ1翅66♂Nagao　et　Mat．，∠4郷9伽♂7ツoθ7αs5αo％（Forbes）を含む・

こめ堆積物は時代的にはCenomanian階にあたつている。

　さらにその上部は厚さ550mめシルト岩で覆われ，地o吻砺o醐s　s％67翻os％吻Shim．，助一

勧耽6zσ38励7％郷（Jimbo），G側4η69昭s磁％吻伽σ伽郷　（Jimbo），So伽7舵s　soα伽6Jabe，

S6砂瀦θs勿676％伽Jimb偶珈068駕耀s　hoわ6魏％曲Jabe　et　Nagaαのような菊石類を豊産す

る。この地層はTuronian階に．入れられているQ

　Cenom＆nian階とTuronian階の厚さは，こ玉では750mと決定されている。その上部は

Cenonianと整合に重なつている。

　さらに北方ではギリヤーク統と名付けられているCenomanian－Turonian階が広く分布して

いる。本統は2分され，下部は（南部）主として砂岩層で代表され，動彪矧耀s　o碗6翻7翻s

Park．var．％吻㎝加s　Nagao　et　Mat．盈．o鰯ε癬翻s　Pαrk．var．costatus　Nagao　et　Mat。，

を含み，上部からは動066z8灘s　hoδ6魏％5澹Nagao　et　Mat．がでる。

　その下部は，シュミット半島のトミン緬およびKoton，Aton，K蚕oe河流域に発達する地層の

下部にあたっているようである。さらに本統はE．M．Smekhovが区分しているコントソ統

（Koton）の最下部に相当する可能性がある。その上部はGastel1の南西方に標式的に発達する

コソトン統の地層にあたっている。この地域ではK：．P．Evseevが詳細に調査している。：Koton，

A‡bn，Khoe河の流域に発達する砂岩・礫岩を伴なう頁岩層の大部分も，ギリヤーク統の上部

に属するようである。

　樺太の中央部では，海成相は淡水成，陸成相が卓越する堆積物に替わつている。この堆積物

には炭層を挾んでいる。Gastello地域から南部では淡水成，陸成堆積物は尖滅し，上述の海成

＊B．H．Bepe皿〔arHH：　OcHoBHble　Bonpocbl（ITpaTHrpaΦHH　Me，π4・双a」lbHero　BocToKa，

CoBeTcKa只，reo刀or朋，CbopHHK55，1957
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相へ移過している（1948年K．P．Evseevによつて確認されている）。

　カムチャッカでは，ル77π1惚s　sp．，動oo¢郷％粥励癖粥等を含む頁岩・砂岩からなるオムゴ

ン（Omgon）層は時代的にこの時階の堆積物に属している。

　Penzhinskaia入江の東岸では，Apt－albian階には，玄武岩質礫岩がのり，その上を1％062一

昭灘s60銘06％師6％s　Park．vaL⑳1，0％魏s　Nagαo’et　Mat．7魏躍伽s　cf．605観％sを含む

Mametchin統の砂岩で覆われ，樺太のC6nolnanian－Turonian階の下部に相当するもののよ

うである。この地域では，さらにその上位には，動00θm吻％s　cf．hoδ傭θ％傭％乳％0銘S％Jo4’％S

Nagao　et　Mat，動。cf．伽漉％s乞s　Nagao　et　Mat．，を産する海成砂岩・シルト岩層が重なつて

いる。本層は，Turonianの上部階か，Cenonian階への遷移層かにあたつている。

　Koriatsuk山地の北部では，Cenomanian　Turonian階の完全な層序がみられる。その下部

は，Ginter統に属し，1勿oo6錫郷％50碗06κi吻％s　Park．（日本種の変種）を産し，樺太のギリヤ

ーク統の下部およびPenzhinskaia入江の沿岸のMametchぬ統の相当層にあたつている。そ

の上位にあたるBarykov統は，筆者の見解によれば，その一部のみがCenoma♀ian－Turonian

階の上部に対比される。一部はさらに新しい時代の地層に属している。AnadyrのMainskii

山およびPekulneisk山脈ではCenomanian－Turonian階下部と上部とが確かに存在する。

Eliseevによれば，Penz五inskaia入江の岸辺およびKoriaksk山地では，1％066駕粥％s’ooκ一

〇θκ’耽％s　Park．（日本種の変種）層が発達し，その上部はZ％oo6錫耀s　ho6傭6％諮Nagao　et

Mat．型の動ooθ7魏％3帯を含む地層がのってy・る。さらにこの地域ではTuronia血階から

Ceno血i加階へ遷移層が存在し，Pellzhinskaia入江の沿岸に好露出がみられる。しかし地層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層序の研究は，依然として進んでい
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　　　4鯵
　　♀。

’oも・

ノ

ゐ

ア女ヲレ．　　．隷

　　　κ　、力終搬一ノ

　　　　　欝・

第　　　5　　図

ない。

　オホーツク海の北岸に発達する

Cenomanian・Turonian　階の自大半

は，火山源，淡水成・陸成層（K：ha・

cyn，arman礫岩，挾炭層）で代表

される5し・かしTaui川の河口で

は，最近の研究ではまだ確認されて

いないが，痂oo6解吻欝cf．6瑠勿7z

が発見されたことが報告され七い

る。現在アムール川の下流に比較的

近い地域でCenomanian．Turo面an

期の海成相が確認されているから，

この発見は注目に値する。

　1938～1939年には，LI．K：ra・

snumはSikhote－alinで，海成の

Cenomanian階が確認されている。

　Udu1湖では，動oo6解耀3cf．

60％06剛nヒz‘s　Park．　ノ勿066毎郷％5初．

∫07吻’％3Schmidt，’五珈σ」碗即Roem．，Co卿！o％鰯83sJ吻云oφ観oJα！％sのような動物群を含

む砂質頁岩・頁岩層が知られている。新しいデータによれば，本層は時代的にはむしろCeno・、

mapian階に対比される。

　V，N。Pliev，E．V．BeltenvおよびA．1．Savchenkoは，Sikhote－alinの北部のTuganin，

KhugarL　Tu；nn1nの諸川の流域で最近Cenomanian－Turonian階を確認している。

　この地域では，動oo6昭形％s　ooπo佛！耽％s　Park．var．吻φo吻％s　Nagao　et　Mat．，J．yabei

・Nagao　et　Mat・，五枷07■勿伽Schmidt五劒σsp．肋郷珈’67等を含むシルト岩・頁岩の厚層

が分布している。その上位には，主として砂岩，一部凝灰岩質岩石に覆われ，・40惚o％肋sp．

　　／　　　　　　　　　　　　　　　84一（384）
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（∠4．aff．o∂α如　Pc61），　7ン忽o％勉sp，，

且伽（伽％・α惚）a丘伽惣如（ズde

c．Sow）Os’z昭sp，等を産するQ本層

群の下部は団gin統，上部はUdomin

統と名付けられている。

　タータル湾の沿岸，Velikoi　K：emu

川の流域には砂岩からなるチム層が分

布している。チム層からはP％20吻c£

Pみ伽％」σiαSow　P。ゑsohぬ脚伽Jimbo，

So％％ozα戯z　sp。　（c£　So2z％6名‘zi虎zブαohzo一

耀π傭Nik）その他が採集されている。
』
本
層 は一部がAlbian階に，一部が

Cenomanian5皆，　ときをこをまCenonian

階にあたるようであるが，Cenoma－

nian階と考えられている。

　Judzin川の南方に発達する砂岩・

頁岩層からは血066昭郷％s　sp．ind硫

（乙60％oθ雇7廊％s　Park．，vaLπゆゆo％一

　　　　も　　　　ロ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　6　　　図

％翻s　Nagao　et　Mat．）を産する。本層は時代的には，Cenomanian階と推定されているが，

その上部はTuronian階にあたる可能性がある。

　したがつて極東地域では，Cenomanian・Turonian期には著しく広い範囲にわたつて海成層

の堆積が続いたが，ある地域（樺太）ではとくにTuronianの中期に陸成層が発達した。

Cenonian

Turonianの末期，特にCenonianには極東地域は新たな海侵におそわれた。この海侵は白

垂紀後期における最大海進の一つである（第7図）。Cenonianの海成層は，Cenomanian，Tu－

ronianの知られている地域，樺太，カムチャッカ，Anadyrkoriakskii，最近では南部Sikhote一

　　　　昏と｝
、絵

　　　　ド塩一臼．の’

一・　o吻1二』
　　　　　　　　　　，0
　　　　　　　　　　0　　　　　　　樺太，・
　　　　　　　　　づ

第　　　7　　　図

alinに発達している。Cenonianは淡

水成・陸成・火山源堆積物からなり，

オホーツク海の北岸およびSikhote．

alinの東部に．きわめて広く分布’してい

るσ

　樺太に発達するオロチソ（Orochen）

層群は，Senonianにあたる（Krish－

tofovichの分類による）。松本のデー

タによれば，南樺太では，Cenonian・

Turonian階の上位の地層は，連続的

によく発達し，ときには砂岩・珪質粘

土岩薄層の互層からなり，一部は砂

岩・礫岩があり，しばしば化石を含む

火山源物質が優勢である。本層は泥灰

岩結核が存在するのが特徴となつてい

る。松本によれば，層厚は約2，300m

であつて，Coniacian，Santonian，

Campanian，Maestrichitian，Danian
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の各階が連続し，その上位には古第三紀の玄武岩質礫岩で覆われている。

　本層群に属する多くの地層からは，斧石類，腹足類および菊石類の動物群を豊産する。その

うちおもなものは次のようである。助ゆπ初昭3，81Z励7％％　（Jimbo）．，G側4η06解s46％一

s4）伽α差z6盟z．（J量斑bo），（｝．云6％％露伽π云z6”z　Yabe，〈彦堕φo％露6s盟z〃πδ泌内．Yabe，P召名ψ％20szα　z30hz々α”αズ

Jimbo，「酌s5郷鰯66郷5　（y∂々oヅα郷αoo6駕s）廊励oズYabe，SohJ伽吻　ぬψ勿IJo堀朔（Fofbes），

助助躍s・％shα編4i（jimb・）・伽卿6郷々・ss吻¢（Yabe），伽幽・謡・％sα・h伽6綿

（Schmidt），磁Z6勿8ゆ吻σSchmidt，動o催脇％s　sαohα枷θ％s商Sok．，五動郷就J　Michl

　北方ではこの種海成相は緩慢に岩相変移を示し，淡水成・「陸成堆積物が優勢となつてくる。

　樺太の中央部，Gacteuo－Uglogorsk地域では，いわゆる柵丹層群はCenonian階にあたり，

シルト岩・珪質粘土岩，ときには砂岩からなり，層厚1，500mである。その上位の函淵層群

は凝灰質砂岩・礫岩からなり，層厚700m以下である。Evseevはこの地域で菊石類，11noceras

腹足類（（⊇4％4矧06z欝勧翻加産％吻Yabe，P80h魏駝％s％砺卿碗吻Jok，，醜2ψ召o勿跳o％s　h伽π一

磁Jilnbo，磁♂o魏8細％渉ε麗s　Schmidt，動oo卿灘s叩ohαZ珈πs奮Sok．，孟soh吻伽Mich．，

五〇吻％観おSok）などを採集している。さらに北方では，CenonianにはZhonker（一部は

Turonian岬の地層，Verblind層群およびその上位の地層一A　A。K：apitsuのデータによれば

火山源堆積物からなる一があたつている。この種の弛層はSchmidt半島でも知られている。

火山源堆積物が樺太の上部の白璽系に存在するのは，Sikhote－alinの上部白璽系の層序が厚い

熔岩層で飾られ，堆積物には火山源物質が著しく卓越しているから，きわめて興味がある。し

たがつて樺太の火山源層の生成時代を正確に決定できれば，Sikhote－alinの多くの火山源層を

時代的に正確化しうるであろう。

　樺太ではCenonia草階は詳じく調査されている。この地域では地層は著しく擾乱されている

ので，標式地の地層層序を特に研究し，動物群を蒐集することが必要である。特にこの目的に

適する地域は樺太の中央地域である。この地域に郭けるCenonian階の構造は比較的単純であ

って，地層層序もほとんど完全に保存されており，動物群，ある場所では植物群もよく研究さ

れている。

　カム・チャッカでは，樺太産と同種の動物群系を含むCenoniaβはTigi1地域の南西および

Palang地域に広く分布している。この地域ではCenonianは凝灰質砂岩・斑状凝灰岩・珪質頁

岩・lrunei層群・Paran層からなり，0昭4η60劣召s渉8鰍卿勉劾形G！．飽％s砂あ吻’％郷肋oo6矧郷s

sσohα伽θ廊Sok。，1．Soh郷競z　Mich．，孕」碗％項即毎8αschmidtなどがでる。

　Matmet岬地域のPenzhin昨aia入江の東岸では・MA・Pergamentは主として砂岩・珪

質粘土岩からなる堆積累層（Penzhin層群，Bystrin層群，Veserov層群，Pillalvaia層群）

が分布しているのを確認している。本累系はCenomanian階に不整合に重なる玄武岩質礫岩

をもつて始まり，同じく不整合関係を示す第三系で覆われている。層厚は3，000mである。

　本統の下部からは伽ooo鵤灘s　ex　gL　Jσ吻4尭葱Park．，王8励6705％s　BidyL，五ho66！s6％伽

Nagao　et　Mat。vaL％o％s％Jo8i％s，So吻痂6s％％％s！％s　Yab亀P鶴os吻sp．Soψh舵3sp．その

他を産する。上部からは，G翻47ッ6θzαs吻傭砂」吻オ錫郷Jimbo，G．魏％」伽9診％窺Yabe，・翫oh湊

伽o％s　c£κ側耀％％i（Yabe），E砂40勿伽o％s　sP．，万忽伽宛s％60脇h3Jimbo，ゐ伽釦7％s種の海』

カニおよびカキ類化石がでる。

　Talovka川流域およびPenzhinskaia川左岸に発達するCenonian階に関するデータはきわ

めて興味がある。A．F。Mixhailovはこの地域で1955年に砂岩層を認めた。この種地層の玄

武岩質礫岩は，二畳系の侵食面上匠のり，飾s窺痂06zos　cf．z60％耀％s（Koss。）’，勘5耀如6z4s

cf．6hα∂α痂（Sto1．）Bmh郷α惚s　cf．67αh吻α（Forbes），ハ石θoo吻o醐α35ψ初紹矧郷（Jimbo）その

他を含む。最初の3種は周知のように，インドのSantonおよびK：ampan地域に広く分布し，

インドのトリキノポリー地方（トリキノポリー層群，アリヤルール層群）産の動物群との明白な

関連性が考えられる。
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　K：ariakskii山地北部およびUgolnoe入江地域の．Cenonianは，淡水成・陸成堆積物から

なるK：oriak層群にあたり，その中部の海成相からは，P鷹hy漉so％s　sp．，動oo6鵤勉％3sαohα．

伽θn曲Sok，五soh郷薦〃Mich．を産する。

　この種堆積物の相当層はすでにAnadurのMainsk山およびPekulnenskで確認されてい

る。この地域では動06θ矧郷％s　soh郷訪i　Mich．を含む海成層で代表される。

　Sikhote－alinの多くの地域では，Cenonianは広く分布し，多様な酸1生・塩基性火山岩およ

びこの種凝灰岩からなり，とぎには植物遺体を含む凝灰質砂岩を挾んでいる。こΣらの地層は

時代的には淡水成・陸成層にかりにあたることが推定されている。この地域では，陸源，火山

源堆積物以外に海成堆積物も知られている6

　V．P．Mikhnovichは1931年にSindzkhe川流域で礫岩状砂岩中に・46枷〆魏％吻％漉sp．

κo∂．，7b7ゆ吻sp．吻∂．，．P70∫αo伽磁％郷sp．％o∂．を発見した。極東ではAc五la種は上部白璽

系からだけ知られているが，Voronetsは本層を下部白璽系にあたつていると考えている。

　G．T。Vaganovは1939年にFudzin川流域で基底玄武岩質礫岩をもつ砂岩層中で，上部

白垂系からでる動068解吻％s60s’痂σ，動．sp．，∠肋o郷勿sp．をみいだした。Yu．U㌔Gromov

はPravo1，Cese廊h川附近で1952年に黒色粘板岩中で動ooθ盟吻％s6砂漉sso読s　Go1砥を発

見している。したがつて本層は時代的にCehonian階にあたる。

　Verikii，Klem川流域で知られている．P％20吻魏h薦卿αi　Jimboを含む堆積物はCenonian

に．相当することが考えられる。したがつて，Silkhote・alinは広大な地域にわたつてCenonian

海の侵入を受けたことが推定される。

　オホーツク海の北岸ではCenonian世海成堆積物は現在知られていない。この地域では火山

源堆積物および淡水成・陸成層が広く分布している。さらにAnadurの北西方では，Cgnonian

第　　　1　　　表

印　度
　一
B　　本 橿　　　太

南部S醸e一αしLn 北部Sしhσ竜e一αし語

後白璽系

アヲヤル刊層群

ト井キノ劃糖群

古　　第　　三　　系 古　第　三　系 古　第　三　系 古　第　三　系

ダニアン階

ヘトナイ統

新ヘトナイ

古へトナイ

インフラヘトナイ

OegLn統 Oegtn統
一スリビシアン階

カンパニアン階

一冴ロチン統

？
、

？

グントニアン階

浦河統｛∵
？

コニアシアン階

チユーロニアン階

ウタツール選駐

ギー｛欝二1 ギリヤーク統

SeLecheR『統

LuzhkOV　統

　　？
Udomしn　統

tノマニアン階 巳9しn　　統？

アルビアン階

宮古統

．新　官　古

？

？

？

アブテアン階 Nしkαn　統1 u匿ur菖k　統

バレミアン階

古
宮
古

上部宮古統

中部宮古統
オーテリ労アン階

、？

？

？

ヴァラギニアン階 下部宮古統

　　？

Kしluc杜ev銃 Klしuchev　統

上　部保羅系 上部耀系＿溢代 上部擁系一声生代
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世の海成堆積物はみられない。したがつてCenonian海域の北西限界はぎわめて明確に決め

られない。1

白璽系と第三系との境界にっいて

極東の白垂系と第三系との境界問題については，依然として明らかでない。極東の西部で

は，K：rishtαfovichとT、Nβaikovは植物化石の研究によつて，Danian階と第三紀の最

下部層とが整合に重なつているのを確認している。極東の他の地域では，確かにDanian階と

考えられる堆積物は，現在みいだされていない。

古第三紀の下部層の大半は，上部白璽系にのつていないで，一層下位の岩層かジュラ系か，

あるいはさらに古期の堆種物に重なつている。このような状態は，樺太・カムチャヅカ・Ana－

6ur－Koriakskii，Sikhotedin，オホーツク海北岸および北海道でも認められている。K：oria－

kskii山地の北方だけには，，Danian階が古第三系へ遷移するのがM　L　Bushnevにょって

確認されている。

　したがって，極東地域の大半部では，白璽紀と古第三紀との間に堆積の中絶期があったこと

が推定される。しかし資料不足のために，この堆積中絶が白垂紀末葉の造陸運動によるもの

か1あるいは摺曲運動によるものかを決めるのが難かしい。叡khote－alin，樺太，Anadur－

K：oriakskii地域の第主系および上部白璽系の様々な擾乱状態からみて，摺曲運動が白里紀末

葉に出現したことが推定される。σしかしこの時代の摺曲運動がどの程度の規模のものであつた

かにっいては，現段階ではいまだ確かめられていない。、

結　論

終りに全体をまとめると次のようになる。極東では，少なくとも4回の海侵が白要紀にあっ

た・ことが考えられる。特にVa1αnginiaロの海侵は大きく，、Sikhote－alinおよびAnadur一．

KGriak＄kii地域の全地区をおそった（カムチャッカおよび樺太はこの期に海侵を受けなかつた

ようである）。HauterivianとBarremianには海退がふた玉び起り，南部日本とSikhote－alin

の一：部だけに．は海成堆積物がこの期に沈積した。Aptねn後期およびAlbiah初期に．は．，新に

海侵が現われ，現在の陸地の広大な地域に氾濫した。Aucellaの凄息していたこの期の海域の

真限界についてはいまだ確かめられていない。しかしSikhote－alinの大半は，この期に湾か

海峡かであったが，Anadur－K：oriakskii地域は海盆：地域にあたつていたことが推定される。

先Cenomanianにはふたエび海退が起り，極東地域の大半は，隆起して乾陸化した。新たな

海侵はCenoman至anに現われ，Anadur－K：oriakskiiのシまとんど全地域，樺太・北海道および

Sikhote－alinの著しい部分が海中に没した。丁肛onian（おそらくはTuronianの中頃）には短期

間であるが海退が起きたカ㍉　この期の海退は次いで現われた・Turoni綾n末葉とCenon呈anの

大海侵と関連性がある。この期の海侵規模はCenomani3n海侵のそれより大きかつたようで一

ある。MaestrichtianとDani2nだけには海退がふたxび極東の現在の乾陸地域の限界をはる

かに越えて起きた。

　現在極東地域の多くの箇所には白垂紀の海成層が発達し，F標式的な地層が認められている。

し驚がつて白垂系の層序を合理的に区分ずることが可能である。しかし近い将来に解決するこ

とを要請されている次のような諸問題がある。

　（1）下部Valanginian階とその下位の岩層，まず第一に上部ジュラ系との相関関係を明ら

かにすること。、

　（2）．Valanginian階の層序を研究すること，このためにValanginian階の標式地，Jman，，

K：hugr三およびBi燈n川の上流，中流，ズウチャン，コ呑ソモリスク地域，Udck－Toromsk

l地域，Taravka流域，Ugolnoe入江の調査を進めること。
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　（3）淡水成・陸成相のNi≧an統とValanginian階との相関関係を確認すること，この問

題の研究はBikin川の上流，スウチャソ，Tadnshi流域，Amgun上流で行うこと。

　（4）Bikin上流のMizhnie，Lnzhk村に発達するTrigonianを含む地層の層位を明らか

にすること6

　（5）Valanginian階の西部および南部の分布限界と，陸成層または平行層に変わる状態と

を明らかにすること。

　（6）Tumin川上流，Tarovka川，Mainskii山地に発達するAptian・albian期の海成相の

分布限界を決めること。

　（7）Mainskii山地，Ugolnoe入江，Penzhiskii入江，Fhdzinの上流流域，スウチャンに

発達する下部白垂系と上部白里系との相関関係を明らかにすること。

　（8）Ugolnqe入江地域，Pekul　nensk，Mainsk1i山地・Penzhiskii入江の東海・樺太・ア

ムールの下流，Velikii　kem，Vet玉nkhe川下流，スウチャ1ンにみられる動oo6解〃z％s，・Co％66・

％’勉％s　park，var．％ψψo％加s　Nagao　et　M飢を含むCenomanianの海成層の分布限界を確

認すること。

　（9）中部Turonian　と推定されている淡水陸成層の分布箇所どその時代を明らかにする

こと。そのためにUgolnoe入江，PekulnenskおよびMainskii山地，北部カムチャッカお

よび樺太での調査を進めること。

　（10）Ugolnoe入江，PekulnenskおよびRarutkin山北部カムチャッカ，樺太および

Fudzin上流に露出する丁血ronian乏Cenonianの境界を決めること。

　（11）オホーツク海北岸：およびSikhoteralinの東斜面に発達する火山源層の層序を明らか

にするとともに，上部白垂系（一部は下部白璽系）との相関関係を研究すること。

　（12），極東のDanian階の問題および白垂系と第三系との相関関係を決定すること’。この

問題の解決に適する地域はUgolnoe入江地域，Pekulnensk山，Raru啄in山，Padkagemaia

川地域北方ではカムチャッカ、および樺太である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
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